
Bulletin of the National Museum of Ethnology
Vol. 9No. 1; Cover, Contents,and others

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/00009238URL



１９ ４・３　9巻1号

国立民族学博物館

研究報告

縄文人ロシミュレーション　　　　　小山修三，杉藤重信

アチック・ミューゼアムのあとに

　一 財団法人日本民族学協会附属民族学博物館のこと　　　　　中村俊亀智

会話場面における人の概念の類型論 （皿）一 類型の発達とその機構　　　　　吉田集而

力ザフの木工調度一 その接着・接合について　　　　　木村法光

ファレアタの地縁組織一 サモア社会における称号システムの事例研究　　　　　山本真鳥

国立民族学博物館 〒５６５ 大阪府吹 田市千 里　万博公園　 ＴＥＬ．０６－８７６－２１５ｉ



国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告

９ 巻 １ 号 ユ９８４年 ３ 月

目 次

縄 文人 ロ シ ミュ レー シ ョ ン 小 山 修 三 … … １

杉 藤 重 信

ア チ ック ・ ミュー ゼ ア ム の あ とに

一 財団法人日本民族学協会附属民族学博物館のこと一 中村 俊 亀 智 … … ４１

会 話 場 面 にお け る人 の概 念 の類 型 論 （皿）

一 類型の発達とその機構一 吉 田 集 而 …… ５９

カザ フの 木 工 調 度

一 その接着 ・接合ｖａついて一 木村 法 光 … … １３３

フ ァ レアタ の 地 縁 組 織

一 サモア社会における称号システムの事例研究一 山本 真 鳥 … …１５１

彙 報 １９１

国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告 寄 稿要 項 １９４

国立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告 執筆 要 領 １９５



BULLETIN OF THE NATIONAL MUSEUM OF ETHNOLOGY

Vol. 9 No. 1 March 1984

KOYAMA, Shuzo 

 SUGITO, Shigenobu 

NAKAMURA, Shunkichi 

YOSHIDA,  Shuji 

KIMURA, Norimitsu 

YAMAMOTO,  Matori

A Study of Jomon Population   1 

—Computer Simulation Analysis 

On the Ethnological Museum of Japan  41 

Typology of Person Category in Deixis (III) 

—Development of Types and Its Mechanism-

  59 

Wooden Furniture among the Kazakh 

—A Comparative Ethnological Study of 

Techniques of  Joining—   133 

Territorial Organization of Faleata—A Case Study 

of the Title System in Samoan  Society—   151



彙 報

彙 報
昭和５８年１０月～

昭和５８年 １２月

人 事異 動

　　 （教育職）　　（採　用）

　１０月１日　第五研究部助手　山本泰則 （大

　　　　　阪大学大学院基礎工学研究科）

電 子 計算 機運 営委 員

　 　 氏 　 名　 　 　 　任 　期

　 及 川 　 昭文 　 　（５８．４． １～ ６０． ３．３１）

　 大 林 　 太良 　 　（５８．４． １～ ６０． ３．３１）

　 国 井 　　禾ｉＪｉｔ　　　（５８．　４．　１～ ６０．　３．３１）

　 田 中 　 　琢 　 　（５８．４． １～ ６０． ３．３１）

　 辻 三 郎 （５８． ４． １～ ６０． ３．３１）

　 長 尾 眞 （５８． ４． １～ ６０・ ３．３１）

　 中 山　 和 彦 　 　（５８．４． １～ ６０． ３．３１）

　 星 仰 （５８．１１．１６～６０．１１。１５）

　 山 中　 光 一 　 　（５８．４・ １～ ６（）・ ３・３１）

　 吉 田　 　将 　 （５８． ４． １～６０． ３．３１）

　 佐 々木 高 明 　 （５４． ２・ １～ 　 　 　 　）

　 中村 俊 亀 智　 　（５８． ４． １～６０． ３．３１）

　 大 給 　 近 達 　 　（５８． ４． １～６０．３．３１）

　 藤 井 　知 昭　 （５８． ４． １～ ６０．３．３１）

　 栗 田　 靖 之 　 （５８． ４． １～ ６０．３．３１）

　 小 山 　修 三 　 　（５８． ４． １～ ６０．３．３１）

　 杉 田 　繁 治 　 （５８． ４． １～ ６０．３．３１）

　 秦 明夫 （５７．１１． ４～ 　 ）

シ ンポ ジ ウム

「西 部 太 平 洋地 域 にお け る海 の しきた り」

日　 時 　 昭 和５８年 １１月 １日（火 ）－ ８Ｈ （火 ）

場 　 所 　 国 立民 族 学 博 物館 ，東 洋 紡 績総 合 研

　 　 　 究 所求 是 荘

摘 要 漁 業制 度 や 海 面 の 所有 形 態 を め ぐる

　 　 　 諸 問 題 は ， こ こ１０年 ，海 洋 人 類 学 の分

　 　 　 野 で 大 きな注 目を あ つ めて きた 。 これ

　 　 　 らの 問 題 は世 界 各 地 の沿 岸 地 域 に お け

　 　 　 る小 規模 な漁 民 社会 の理 解 に不 可欠 で

　 　 　 あ るば か りで な く，先 進漁 業 国 にお け

　 　 　 る漁 業 関係 法 や と り きめ ，国 際 的 な漁

業協定 とい った海 の利用に関す る重要

な課題 との関連 が大 きい。

　本 シンポジ ウムで は西部太平洋地域

における海面所有や海の しきた りにか

かわ る種 々の問題を とりあげ討論がお

こなわれた。

組織委員会

　委員長

　　梅棹　忠夫　国立民族学博物館長

　委　員

　　祖父江孝男　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　佐々木高明　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部長

　　伊藤　幹治　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　加藤　九詐　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　岩田　慶治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部長

　　大島　裏二　関西学院大学文学部教授・

　　　　　　　　国立民族学博物館運営協議

　　　　　　　　員

　　秦　　明夫　国立民族学博物館管理部長

実行委員会

　　田邊　繁治　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部助教授

　　秋道　智彌　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部助手

　　ケネス・ラドル　国立民族学博物館第五

　　　　　　　　研究部助教授

　　須藤　健一　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部助手

　　伊東　一郎　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部助手

　　磯村　　紘　国立民族学博物館管理部庶

　　　　　　　　務課長

　　湯浅　叡子　民族学振興会千里事務局長

　　宇治日出二郎　民族学振興会千里事務局

　　　　　　　　事業課長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９１
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参加者

　 Ｊｏｈｎ　ＣＯＲＤＥＬＬ カ リフォルニア大学 （バ

　 　　　 　　　 ークレー）自然資源部教授

　 　Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｅ．　ＪｏＨＡＮＮＥｓ

　 　　　 　　　 ＧＳＩＲＯ （Ｃ・ｍｍ・ｎｗｅａｌｔｈ

　 　　　 　　　 Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　ａｎｄ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ

　 　　　 　　　 Ｒｅｓｅａｒｃｈ　　Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ）

　 　　　 　　　 漁業 ・海洋学部 門研究員

　 　Ａｒｎｅ　ＫＡＬＬＡＮＤ　 オスロ大学東 アジア研

　 　　　 　　　 究 所助教授

　 　Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｂ．　ＰＯＬＬＮＡＣ　ロー ドアイ ランド

　 　　　 　　　 大学社会学 ・人類学部助教

　 　　　 　　　 授

　 　Ｎｉｃｈｏｌａｓ　ＰｏＬｕＮＩＮ　パ プァニューギニァ

　 　　　 　　　 大学生物学部助教授

　 　秋道　智 彌　国立民族学博物館第二研究

　 　　　 　　　 部助手

　 　石光　　亨　神戸大学経済学部教授

　 　大島　裏二　 関西学院大学文学部教授

　 　大塚柳太郎　東京大学医学部助教授

　 　嘉 田由紀 子　滋賀県琵琶湖研究所研究 員

　 　吉良　竜夫　滋賀県琵琶湖研究所長

　 　崎山　 昭治　国際大学国際経済科教授

　 　須藤　健一　 国立民族学博物館第四研究

　 　　　 　　　 部助手

　 松 田　 恵明　鹿児島大学水産学部助教授

　 　ケネス ・ラ ドル　国立民族学博物館第五

　 　　 　　 　 　 研究部助教授

日　程

１１月 １日 （火）　　　 （千里阪急ホテル）

　受 付

１１月 ２日 （水）　　　 （国立民族学博物館）

　国立民族学博物館見学

　開会式

　第 １セ ッシ ョン

１１月 ３日 （木）　　　 （国立民族学博物館）

　第 ２ ・３セ ッシ ョン

１１月 ４日 （金）　　　 （国立民族学博物館）

　第 ４セ ッション

１１月 ５日 （土）

　京都観光

１１月 ６日 （日）　　　 （求是荘）

　琵琶湖 における漁業の見学

　特別講演

　第 ５セ ッシ ョン

１１月 ７日 （月）　　　 （求是 荘）

　第 ６ ・７セ ッション

　 閉会式

１１月 ８日 （火）　　　 （Ｈ． レーク ビワ）

　 ワークシ ョッフ。

海 外 に お け る研 究 ・調査 ・収 集 活 動

　 氏 名 　 官 職 　 出 発 帰 国 　　 行 先

福 井 　勝 義 　 助 教 授 （第 ３研 究部 ）　 ５８。１α ３　 ５８．　１２．１３　 ケ ニア ， ス ー ダ ン

松 山 　利 夫 　助 教 授 （第 １研 究 部）　 ５８．１０．９　 ５８．１１．２３　 台 湾 ， 大 韓民 国

宮 本 　 　勝 　 助　 手 （第 ３研 究部 ）　 ５８．１０．１０　 ５９． １． ７　 フ ィ リピ ン共 和 国

和 田　 正 平 　助 教 授 （第 ３研 究 部 ）　 ５８．１０．　１５　 ５８．１２． ３　 ケ ニ ア， タ ンザ ニ ア

江 ロ　ー 久 助 教 授 （第 ３研 究 部 ）　 ５８．１０．　２０　 ５８，１２．２０　 カ メ ル ー ン

栗 田　 靖 之 　 助 教 授 （第 ２研 究 部 ）　 ５８。１０．　２６　 ５８．１１．１８　 　 イ ン ド， ブ ー タ ン

吉 田　 集 而　 助 教 授 （第 ２研 究 部 ）　 ５８．１０．　２７　 ５８，１２． ７　 パ プ アニ ュー ギ ニ ァ

和 田　 祐 一 　 教 　 授 （第 ３研 究 部 ）　 ５８．１０．　２７　 ５８，１２。 ７　 パ プ アニ ユーギ ニ ア

ケネう “
ル 助鞭 （第 ５研究部） ５８・・… ５ ５８・… ２２ 燐 民国

石 毛 　 直 道　 助教 授 （第 ４研 究 部 ）　 ５＆ １１．１５　 ５８．　１１．２６　 大 韓民 国

松 原 　 正 ｉ毅　 助教 授 （第 ２研 究 部 ）　 ５８．１１．１６　 　 ５８．　１１．２０　 　 中 華人 民 共 和 国

佐 々木 高 明 　教 授 （第 ２研 究 部 ）　 ５８．１１．１６　 ５８．１１．２０　 中華 人 民 共 和 国

梅棹忠 夫 館 長 　 　 　　 ５８．ｌｌ．２７ 　 ５８．１２．１１ 　 中華 人 民 共 和 国

１９２
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ケネ寡
ル 助教授 （第 ５研究部） ５８…２・　４ ５８・・２・・７ 多巽融 シア共欄 ・ フィ リピ

君 島　久子　教 　授 （第 １研究部）　 ５８．１２．２０　 ５８．１２．２６　 香　港

来 館 者 抄

　１０、月１日　 Ｂａｍｂａｎｇ　ＳｕＭＡＤＩｏ （イン ドネ

　　　　　　シア共和国，国立博物館長）

　　　４日　 Ｄａｖｉｄ　ＯＬＤＲＯＹＤ　（オース トラ

　　　　　　リア連邦 ，ニュー ・サ ウス ・ウ

　　　　　　エールズ大学）

　　　 ８日　Ｒｏｂｅ＃ Ｌ ＳＰＲＯＵＬＬ（アメ リカ

　　　　　　合衆国，ロチ ェースター大学長）

　　　１３Ｂ　Ｔｅｕｋｕ　ＪＡＫＯＢ （イ ンドネ シア共

　　　　　 和国，ガジ ャマダ大学長）

　　　１４日　Ｔｉｂｃｒｉｕ　ＧＲＡｕＲ （ルーマニア社

　　　　　 会主義共 和国，ルーマニア博物

　　　　　 館長）

　　　２０日　 Ｐｉｍｅｎｔｅｌ　 ＧｕＲＭＥＮＤＩ　 Ｖｉｃｔｏｒ

　　　　　 Ａｒｍａｎｄｏ　（ペルー共和国， 国

　　　　　 立人類学 ・考古学博物館長）

　　　２５日　 多田道太郎 （京都大学人文科学

　　　　　 研究 所教授）

　　　　　 Ｃｈａｒｌｅｓ　Ｌ．　ＢＬＡＮＣ （カナダ，モ

　　　　　　ン トリオール大学東アジア研究

　　　　　 所長）

　　　２８日　 洪　雄　善 （大韓民国，徳成女

　　　　　 子大学長）

　１１月 ４日　 中国内蒙古 ・北方騎 馬民族文物

　　　　　 展代表団

　　　　　　 文　　　浩 （団長）

　　　　　　 金 　　　楓

　　　　　　 阿　 日　 縣

　　　　　　 季 逸 　友

　　　　　　 林　叔 　猛

　　　５日　 Ｇｒａｈａｍ　Ｓ．　ＰＡＲＫ （ニュ■一一ジー

　　　　　　ラ ンド，オークラ ンド博物館長）

　 　８日　 中国 日本問題研究者訪 日代表団

　 　 　 　 何 　 　 方 （団長）

　 　 　 　 戴 有 振

　 　 　 　 何 　 　 情

　 　 　 　 王 琉 生

　 　 　 　 杜 　 　 江

　 　 　 　 姜 孝 若

　 　 　 　 徐 　 　 楓

　 　 　 　 孫 継 武

　 　 　 　 盛 継 勤

　 　 　 　 金 明 善

　 　 　 　 彰 晋 璋

　 　 　 　 Ｒｅｎ６　ＳＩＥＦＦＥＲＴ （フランス共和

　 　 　 　 国，国立東洋言語文化研究所教

　 　 　 　 授）

　 １０日　 Ｅｍｍａｎｕｅｌ　ｄｃ　Ｒｏｙ　ＬＡＤｕＲＩＥ

　 　 　 　 （フランス共和国， Ｃｏｌｌさｇｅ　ｄｅ

　 　 　 　 Ｆｒａｎｃｅ社会科学高等研究院研究

　 　 　 　 指導教官）

　 １４日　 小川　 芳彦 （関西学院大 学教授）

　 １５日　 楊　廷 　智 （中国，民族文化宮

　 　 　 　 副主任 ）

　 　 　 　 三隅二不二 （大阪大学人間科学

　 　 　 　 部長）

　 １６日　 篠遠　喜彦 （アメ リカ合衆国，

　 　 　 　 ビショップ・ミュージァム館長）

　 １７日　 王　祖　望 （中国，中国社会科

　 　 　 　 学院情報研究所教授）

１２月２３日　 小山　鐵夫 （アメ リカ合衆国，

　 　 　 　 ニ ュー ヨーク市 立大学教授）

１９３



国立民族学博物館研究報告寄稿要項

１．国立民族学博物館研究報告 は，民族学 （文化人類学 ）に関す る論文，資料 ・研究ノー ト，調

　査研究活動報告等を掲載 ・発表す ることによ り，民族学 （文化人類学）の発展 に寄与する もの

　 である。

２．国立民族学博物館研究報告 に寄稿する ことがで きる者は，次の とお りとする。

　（１） 国立民族学博物館 （以下 「本館」 という。）の教官 （客員教授等を含む。）及び本館の組織

　　運営に関与する者

　②　本館が受 け入れた各種研究員及び研究協力者

　㈲　その他本館 において適 当と認めた者

３．原稿 を寄稿す る場合は，論文，資料 ・研究 ノー ト，調査研究活動報告等 のうち，いずれで あ

　 るかをその表紙 に明記する もの とす る。なお， この区分につ いての最終的 な調整は，国立民族

　学博物 館研究報告編集委員会 （以下 「編集委員会」 とい う。） において行 う。 （編集す る場合 は，

　原則 として論文及 び資料 ・研究 ノー トを １段組，その他 の ものを ２段組 として取 り扱 う。）

４． 原稿執筆 における使用言語 は， 日本語，英語， フランス語，スペイ ン語， ロシア語， 中国語

　及び ドイツ語の うちいずれを用いて も差 し支えない。ただ し，その他 の言語を用い る場合 は，

　編集委員会 に相談す るものとす る。

５．特殊 な文字，記号，印刷方法等が必要 な場合 は，編集委員会 に相談 する もの とす る。

６．寄稿 する原稿が論文で， 日本語を使 用す る場合は，原則 として英文により ５００語程度 の要 旨

　を付ける もの とし，その他の言語による論文の場合は，編集委員会に相談す るもの とす る。な

　お，寄稿す る原稿について は，執筆者名 のローマ字表記及び原稿表題 の英文を付記 しなければ

　な らない。

７．寄稿す る原稿 の枚数 は，原則 として制限 しない。ただ し，編集する場合 は編集委員会 の判断

　 によ り，紙数等の関係か ら分割 して掲載す ることがあ る。

８．寄稿す る原稿 は，必ず清書 （欧文の場合 はタイプ） し，原稿 の写 し１部を添付す る ものとす

　 る。なお，図，表のス ミ入れ， レタリングは，編集委員会で処理す る。

９．寄稿 された原稿 は，審査委員会にお いて審査の うえ，採否を決定す る。なお，原稿 は，採否

　にかかわ らず原則 として返却 しない。

１０．稿料 の支払い，掲載料の徴収 は行 わない。

１１．原稿の執筆に当っては，別に定める 「国立民族学博物館舐究報告執筆要領」による。

１２．原稿 の寄稿先及び連絡先は，次の とおりとす る。

　　　 〒５６５ 大阪府吹田市千里　万博公園１０－１

　　　　　　　国立民族学博物館内

　　　　　　　国立民族学博物館研究報告編集委員会 （電話 代表 ０６－８７６－２１５１）

１９４



国立民族学博物館研究報告執筆要領

１．原稿 は，２００字詰原稿用紙を使用 し，横書 きとす る。

２．原稿 は，図，表を除き，原則 として黒インクを使 用す る。

３． 日本語を使用 して執筆 する場合は，原則 と して当用漢字，現代かなつ かいを用いる。

４。句読点，括弧，各種記号等 は，原則 と して原稿用紙 のマス目 １字分の扱 いをす る。

５． 原稿 中の年号，月 日及 びその他の数字は，原則 としてアラビア数字 を用 いる。なお，年号 は，

　原則 として西暦 とす る。

６．図及 び表 は，一図，一表 ごとに別紙 に書 き，本文 とは別 に一括 して添付す るものとす る。な

　お，図，表 ごとに通 し番号 （「図 １」，「表 １」等の要領 により記入），図，表名及び説 明並 びに

　出典等 を記 し，本文原稿 の欄外 には，それぞれのそ う入箇所を指定す るものとす る。

７．写真は，写 りの明瞭な もので，手札判以上の大 きさに焼 き付けた ものに限り，図及び表 の扱

　いに準 じて通 し番号，説 明を付 けた うえ，そう入箇所を指定す るもの とする。 ただ し，カ ラー

　写真 は，原則 と して受 け付けない。

８．本文又は脚注 において文献を指示する場合 は，カギ括弧を付 け，著者名，文献刊行年 次，引

　用 ページ数の順 に下記の例に従 って記載す る。

　　［柳田　１９４２：６７－６９］

　　［Ｌｅａｃｈ　Ｉ　９６１：１２３］

　　［柳 田　１９４２：６７－６９，１９４４：２０－２２；Ｌｅａｃｈ　Ｉ９６１：１２３］

　ただ し，同年次刊行物の場合 は，アル ファベ ッ ト順 により，下記の ように記載 する もの とする。

　　［柳田 １９４２ａ：２０－２２］ ［柳田 １９４２ｂ：１０］

９．脚注は，一つ一つ別紙 に記 し，通 し番号 を付 ける。なお，本文中に脚注を そう入す る箇所 に

　は，脚注の当該番号を記入 し，別紙の脚注 には，本文のページ数を明記す るものとす る。

１０．本文及び脚注 において参照 した文献は，すべて原稿の末尾にまとめて下記 の方法 によ り記 入

　する。

　（１） 文献の配列 は，著者名のアル フ ァベ ッ ト順 とす ること。

　（２） 文献の記載 は，著者名，年号，論題 （タイ トル），誌名，巻，号，出版社名 の順 とす ること。

　　欧文の雑誌名及 び単行本名は， イタ リック体 にす るため，原稿 には下線を引 くこと。また，

　　ローマ字人名は，スモール ・キャ ピタル とす るため，二重下線を 引き， 日本文の場合 は，論

　　題 にカギ括弧，雑誌名及び単行本名 に二重のカギ括弧を付 けること。雑誌の巻数及び号数は，

　　原則 と してア ラビア数字を用いること。

　　（例）

　　　論文の場合　（１）

　　　　石 田英一郎

　　　　　　１９４８　「文化史的民族学成立の基本問題 」ｒ民族学研究』　１３（４）：３１１－３３０。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current 

       Anthropology  14(4)  : 357-372.

論文 の場合　（２）

　杉浦　健一

　　　 １９４２ 「民間信仰の話」　柳田国男編 ｒ日本民俗学研究』 岩 波書店，ｐｐ．１１７－１４３。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９５



Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of  Language: Animal Categories and Verbal Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

　泉　　靖一

　　　１９６６ ｒ文明を もった生物』　 日本放 送出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

         pology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書の場合

　 エ リアーデ，Ｍ．

　 　　１９７４ Ｔシャーマニズ ム　　 古代的エクスタシー技術一一 』 堀　 一郎訳　冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago  Press

１９６
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